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秋田県北部男女共同参画センター

開館時間
平 日 9：00～21：00
土日祝 9：00～17：00

休館日
木曜日・年末年始（12/29～1/3）

北部ハーモニープラザ通信 頑張るあなたを応援します！

６月は秋田県男女共同参画推進月間と位置付けており、県内各地で様々な啓発活動が実施されました。そ

の中でも秋田県と秋田県人権啓発活動ネットワーク協議会が主催するハーモニーフェスタは大きなイベントで

す。今年は中央男女共同参画センター開館２０周年記念行事として例年以上にボリュームのある内容でした。

新型コロナ対策でオンラインでの参加も呼びかけ新しい形となったフェスタとなりました。

開会は実施団体のＮＰＯ法人いきいきＦネット秋田理事長佐藤加代子氏による挨拶でスタートし、主催者挨

拶として秋田県未来創造部 部長 小野正則氏が挨拶しました。

ハーモニーフェスタ２０２１

GO TO THE FUTURE～20年。これからの未来へ～

男女共同参画社会づくり表彰式では、県内の男女共同参画の推進

に大きな貢献をした２名にハーモニー賞、チャレンジ賞がそれぞれ贈ら

れます。ハーモニー賞は和賀 幸雄氏（湯沢市）チャレンジ賞は伊藤明

美氏（湯沢市）が受賞しました。受賞理由については下記の秋田県の

公式ホームページ「美の国あきた」よりご覧になれます。

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/58513

基調講演では国際教養大学助教 堀井里子氏による「これからの

地域社会のために～ジェンダー平等への取組と課題～」と題した講演

が行われました。県内の男女共同参画に関するデータから、ジェン

ダー格差や格差是正のための取り組みについて説明し、完璧に家事

も仕事もなんでも出来る女性を推奨するのではなく、多様な声、多様

な女性像が受け入れられる世の中になってほしいと結びました。

パネルトークには（株）和賀組代表取締役 和賀幸雄氏、秋田公立美

術大学助教 阿部由布子氏、ケイスリー（株）より金子万里子氏の３名

が登壇し、基調講演に引き続き堀井氏がコーディネートしました。

「誰もが生きやすい社会の実現を目指して」と題して、それぞれの活動

を紹介し、男女共同参画社会を実現するための具体的な方法を話し

合いました。

午後からは６つの分科会が開催されました。

①女性の活躍と起業、ネットワークの構築

②男性の家事・育児の参画と両立支援

③女性の自治会長や地域女性リーダーの活躍

④政治分野における女性の活躍

⑤消防団における女性の活躍

⑥農業分野における女性の活躍

どの分野も秋田県で重点的な取り組みを行っているもの

ばかり。どれに参加するか悩ましいほどでした。北部センター

から松坂が①のコーディネーターとして参加しました。

その他、パネル展示では、秋田県人権啓発活動ネットワー

ク協議会や、キャッスルホテルC-WINGS（シーウィングス）

をはじめ、１２団体の活動を紹介する展示が行われました。

北部センター
の取組を
紹介するよ

NEXT

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/58513


６月は秋田県男女共同参画推進月間と位置付けており、県内各地で様々な啓発活動が実施されました。その中

でも秋田県と秋田県人権啓発活動ネットワーク協議会が主催するハーモニーフェスタは大きなイベントです。今年は

中央男女共同参画センター開館２０周年記念行事として例年以上にボリュームのある内容でした。新型コロナ対策

でオンラインでの参加も呼びかけ新しい形となったフェスタとなりました。

開会は実施団体のＮＰＯ法人いきいきＦネット秋田理事長佐藤加代子氏による挨拶でスタートし、主催者挨拶とし

て秋田県未来創造部 部長 小野正則氏が挨拶しました。

北部男女共同参画センターでは、内閣府の男女共同参画推進週間（６月２３日～２９日）に合わせ、いとく大

館ショッピングセンター１階に特設ブースを設け、女性の医学パネル展を開催しました。医学の道を目指した女

性達、多くの困難を乗り越え、突き進む女性達の強い想いを紹介しました。

今回はパネル展ともう一つの取り組みとして、シトラ

スリボンキャンペーンを行いました。シトラスリボンは新

型コロナに罹患した人やその家族、医療従事者、また

エッセンシャルワーカーや外国人などへの差別や偏

見の防止する意思表示です。

きっかけは南部男女共同参画センターの職員が胸

につけているのを見て、北部でも広めたい！と、作って

みたのがきっかけでした。今年の月間キャンペーンに

合わせて５００個を作ることを目標に始めました。

センター利用者の方々から、「作るよ！」と頼もしい声

をかけていただき、４月の終わりから多くの方に手伝っ

てもらいながら作りました。センター内でも配布し、パ

ネル展の会場にも設置し、あれよあれよという間に無

くなっていき、最終的には１０００個作成し、全て配りき

ることが出来ました。

また、今年は人権擁護委員と協働で実施し、デート

DVの冊子や、啓発グッズを設置し男女共同参画社

会の実現に向けた啓発活動を行いました。

センター内では、１カ月間、男女共同参画に

関する様々な書籍や、秋田県第５次男女共同参

画推進計画などを展示しました。

昨年同様、コロナ禍での啓発活動の方法を

模索しながらの実施となりましたが、企業や、他

団体の協力を得ながら、無事に終えることがで

きました。趣旨に賛同し、ご協力いただいた、全

ての方に感謝いたします。



高野友里さん 茨城県 18歳

6月１５日（火）北部男女共同参画センターにて

開催しました。県、地域振興局、市町村担当者、あ

きたF・F推進員、登録団体が一堂に会し、それぞれ

の活動を共有しました。

あきたF・F推進員 長井洋子さんに「身近な男

女共同参画」についてミニ講座を担当してもらいま

した。①固定観念の話②多様な働き方の話③育児

休業の話、この３つの話題を提供し、それに対して

参加者同士で話し合いをしました。

司会 あきたF・F推進員 海沼 誠子さん

6月２９日（火）北部男女共同参画センターにて

開催しました。県、地域振興局、あきたF・F推進員、

登録団体が一堂に会し、センターの利用について

等を確認しました。コロナ禍の利用の仕方、駐車

サービス券について、印刷機のリニューアルなど、

センターからのお知らせを共有しました、

後半はあきたF・F推進員 佐藤文枝さんに

「SNSをやるから悪いの？」と題し、ネット上で起き

る問題の背景について考えるミニ講座を開催しま

した。他人ごとと思っていたのに、視点を変えると自

分ごとになる不思議を体感しました。

司会 あきたF・F推進員 海沼 誠子さん

昨年度、県北地区で自治会に女性の参画

を進める事業を実施しました。今年度も自治

会運営アドバイザー３名（能登祐子さん、越前

貞久さん、浅利博樹さん）と共に、市町村や自

治会と連携しながら事業を進めていきます。

自治会活動で男女共同参画の視点を大切

にすることは、今多くの自治会が抱える課題解

決の糸口になると感じています。アドバイザー

が紹介する事例をもとに、自分たちの地域で

はどういう方法がとれるか一緒に考える時間

にしましょう。

今年度は実践講座、女性リーダー養成塾の

ほかに、役員を担う女性達の交流会も企画し

ています。楽しく学び、交流が出来るような内

容を考えていますので、積極的な参加をお待

ちしています。

詳しく決まり次第、ホームページやFacebook

等でお知らせします。

最近ニュースで良く耳にするサステナブル

（Sustainable）皆さんは正しく理解してい

るでしょうか？

SDGｓの「Ｓ」がサステナブルです。日本語

にすると「持続可能な」です。次の世代も、そ

の次の世代もずっと、安心安全に生活し続け

るためにという目標です。

今が良ければいい。ではなく、地球のため、

これから生まれてくる子供のため、未来のため、

そういう視点ですね。

男女共同参画の分野だと、

ジェンダー平等が取り上げら

れます。サステナブルなジェン

ダー平等。未だ、日本のジェン

ダー格差は諸外国に比べ大き

く、課題となっています。

これからの未来のために、持

続可能なジェンダー平等を進

めるには、細かい手直しではな

く、大きな変革が必要かもしれ

ません。



北部男女共同参画センター

❀ハーモニープラザ相談室❀

☎相談専門ダイヤル 018-836-7846

月〜土曜日（※土曜日は電話相談のみ）

午前10時～午後5時まで

秋田県の誕生日はいつ？

秋田県のお誕生日は８月２９日です。秋田県の施

設である北部男女共同参画センターでは、この記

念日に令和３年８月２８日（土）・２９日（日）の２

日間を研修室を無料開放いたします。是非この機

会に、使ってみてください。

ファシリテーター実践講座
～進行のいろはを学ぼう～

日時：８月７日（土）10時-12時
場所：北部男女共同参画センター
講師：髙坂 翔さん（あきたF・F推進員）

アサーティブコミュニケーション
～円滑な人間関係を築く方法～

日時：９月２５日（土）10時-12時
場所：夢工房 咲く咲く（能代）
講師：小林 郁子さん（あきたF・F推進員）

ＤＶ予防講座
～ＤＶ予防を伝える大切さ～

日時：１０月９日（土）※時間調整中
場所：北部男女共同参画センター
講師：加賀谷 七重さん（あきたF・F推進員）

今年度の地域サポーター養成講座は、あきたF・F推進員や地域のリー

ダーの更なる資質向上を目的とした連続講座を開催します。今回は横

文字ばかりで申し訳ありませんが、気になった方はご参加を。一部オン

ラインでの聴講も可能となっておりますので、続報をお待ちください。

※詳しい内容は決まり次第ホームページやFacebook等でお知らせします。

また、内容は一部変更になる場合もあります。

一部ライブ
配信予定

一部ライブ
配信予定

月一回の勉強会へのお誘い。入門編～応用編 災害時の男女共同参画

災害が起きると、自宅を離れ避難

を余儀なくされる場合があります。

避難した先ではどんな問題が起こ

りうるでしょう？

性別、年齢、セクシャリティ、人種、

信仰、持病の有無、ペットの有無、

様々な背景を持った人が集まります。

・生理用品の配布場所を男性が担

当していてもらいに行きにくかった。

・高齢で、避難が遅くなったら、早く

着いた人たちから陣取りされて、ス

ペースが確保できなかった。

・仮設トイレ周辺が暗くて女性には

利用しにくかった

特に運営側に女性がいなかった、

もしくは少なったことで、女性への

配慮が行き届かなかったという事

例はよく耳にします。

日頃から男女共同参画の視点を

入れた運営をしていることで、非常

時にも行動できるのではないでしょ

うか？

自治会や組織で勉強会を開きたい

などのご要望があれば是非セン

ターまでご相談ください。


